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株主のみなさまへ
第79期   中間事業ご報告
自 平成29年4月1日　至 平成29年9月30日



通期の見通し
今後のわが国経済につきましては、雇用情勢・所得環境の

改善が続く中で、各種政策の効果もあり、緩やかな回復に向
かうことが期待されます。一方で、米国や欧州の政治動向や
それに伴う金融市場の動向・通商政策等の不確実性が国内景
気に悪影響を与えることも懸念され、楽観視できない状況が
続くものと見られます。
当業界におきましては、住宅市場では、人口減少による新
設住宅着工戸数の減少が中長期的に見込まれ、また平成31年
に予定されている消費増税後には、市場全体が冷え込むこと
が懸念されます。一般建設市場では、東京オリンピック・パラ
リンピック開催に向けて建設需要の高まりが見込まれる一方
で、建設資材価格や労働力需給の動向には引き続き注視して
いく必要があります。
このような経済状況の中で当社グループは、「大和ハウス
グループ第5次中期経営計画」に基づき、将来の環境変化に備
えつつ、幅広い事業領域の多様な収益源を活かし、計画の達
成を目指してまいります。
株主のみなさまにおかれましては、今後ともなお一層のご

支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

平成29年12月

当中間期の業績
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
株主のみなさまには、改めて代表取締役社長就任のご挨拶

を申し上げます。当社を取り巻く環境は国内外で先行きの不
透明な状況が続きますが、「成長なくして企業なし」と言われ
るとおり、あらゆる状況においても当社は成長を目指して、
役職員一同鋭意努力をしてまいる所存です。また、人財育成
においても今まで以上に注力し、「100周年10兆円」に向けて
その礎を築いてまいりますので、今後とも倍旧のご指導、ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
さて、当中間期における当業界の状況は、住宅市場におい
て新設住宅着工戸数の分譲住宅はプラスになったものの、持
家と貸家は前年比マイナスになるなど、低調に推移いたしま
した。一方、一般建設市場では工場や倉庫等の着工床面積が
伸び、全体的に堅調に推移いたしました。
このような環境の中で当社グループは、平成30年度を最終
年度とする3か年計画「大和ハウスグループ第5次中期経営計
画」に基づき、国内需要の取り込みによるコア事業の拡大を図
るとともに、不動産開発投資を戦略的に行ってまいりました。
その結果、当中間期における当社の業績は、売上高1兆8,097
億円、営業利益1,804億円、親会社株主に帰属する中間純利益
は1,235億円となりました。

株主のみなさまへ

代表取締役社長

国内外でさらなる成長を目指すとともに、
人財育成を強化し、将来の礎を築きます。
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（単位：百万円）

第79期中間 第78期 第78期中間 第77期

売上高 1,809,739 3,512,909 1,698,788 3,192,900

営業利益 180,467 310,092 145,615 243,100

経常利益 181,049 300,529 143,400 233,592

親会社株主に帰属する 
中間（当期）純利益 123,539 201,700 96,046 103,577

総資産 3,768,805 3,555,885 3,286,720 3,257,805

純資産 1,420,121 1,329,901 1,222,340 1,181,986

自己資本比率 36.9% 36.8% 36.8% 35.9%

1株当たり中間（当期）純利益 186円10銭 304円14銭 144円84銭 156円40銭

1株当たり純資産 2,094円77銭 1,971円66銭 1,823円41銭 1,762円97銭

注：記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております（自己資本比率、1株当たり中間（当期）純利益および1株当たり純資産を除く）。

売上高（中間） 営業利益（中間）
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注1： 記載金額は億円未満を切り捨てて表示しております。
注2：   連結業績予想は、本「株主のみなさまへ」の作成日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としております。今後実際の業績は、金融市

場の動向、経済の状況、競合の状況や地価の変動の他、さまざまな要因によって大きく異なる可能性があります。

業績ハイライト（連結）

1兆8,097億円 1,804億円 1,235億円
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事業の概況（連結）

■■■ 売上高（左軸） ■■ 営業利益（右軸）
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 戸建住宅事業

 マンション事業

 賃貸住宅事業

 住宅ストック事業
●  当社施工の戸建・賃貸住宅を所有されているオーナーさまへのイン
スペクション（点検・診断）を通じたリレーションの強化を推進。

●  保証期間が満了する当社オーナーさまに向けた、保証およびアフ
ターサービス期間延長のためのリフォーム提案を強化。

●  法人所有施設のリフォームやメンテナンス提案の取り組みを開始。

●  「プレミストひばりが丘」（東京都）の販売が順調に推移するととも
に、「プレミスト天神赤坂タワー」（福岡県）等の販売を開始するな
ど、都心・地方都市における販売に注力。

●  大和ライフネクスト（株）において、共用施設予約やマンション周
辺の店舗情報検索等ができる無料配信アプリ「ライフネクストアプ
リ」のコンテンツを拡充するなど、ご入居者さまへのサービス向上
に注力。

●  3階建てや中高層賃貸住宅への取り組みを強化するなど、大型物件
の受注拡大に注力。

●  大和リビング（株）において、「連帯保証人不要制度」や「Web英会
話」、「電子書籍読み放題サービス」など、ご入居者さまのライフス
タイルに合わせた多様なサービスの充実に注力。また、平成29年8
月に、シニア層対象の連帯保証サービスに「見守りサービス」を付帯
した保証商品「D-Support SS（ディーサポート・エスエス）」を導入。

●  持続型の耐震性能と2m72cmの高い天井がもたらす大空間のゆとり
を実現する戸建住宅商品「xevoΣ（ジーヴォシグマ）」に、2m80cmの
天井高仕様や外観デザインの提案バリエーションを追加し、引き続き
販売拡大に注力。

●  共働き世帯向けのアイテムを盛り込んだ「家事シェアハウス」の提
案や、再配達の軽減を図る新型宅配ボックス「D’s box（ディーズ
ボックス）」の販売を開始するなど、社会的な課題の解決に貢献する
取り組みを強化。
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 商業施設事業

 その他事業

 事業施設事業

物流事業
●  大和物流（株）において「嵐山物流センター」（埼玉県）や「菰野物流セ
ンター」（三重県）をオープン。（物流センター：全国78か所）

フィットネスクラブ事業
●  スポーツクラブNAS（株）において、ランニング愛好家をサポート 
するランニングステーション施設「RUNNING BASE大阪城」など、新
店舗をオープン。（スポーツクラブNAS：全国72店舗）

●  物流施設関連では、「DPL福岡戸原」をはじめ、全国10か所の物流施
設を新たに着工。

●  生産施設関連では、食品製造企業さまを対象としたセミナーを開催
するとともに、HACCP義務化に向け、安全認証に適応した施設建設
の提案を強化。

●  （株）フジタにおいて、国内では物流施設や道路トンネルなどを、海
外では自動車や医療関連の工場などの大型案件を受注。 

●  テナント企業さまの事業戦略に対応した適切な出店計画の提案や
エリア特性を活かしたバリエーション豊富な企画提案を行うととも
に、市街地開発・大型物件への取り組みを強化。

●  戸建住宅や分譲マンションとの住・商一体の複合開発を進める「高尾
サクラシティ」（東京都）内に、平成29年6月に大型複合商業施設「iias
（イーアス）高尾」を開業。

事業別売上高構成比

注：グループ内取引を除いた比率。

■ 戸建住宅 10.6%
■ 賃貸住宅 28.4%
■ マンション 5.9%
■ 住宅ストック 3.0%
■ 商業施設 16.3%
■ 事業施設 21.8%
■ その他 14.0%

注1：  記載金額は億円未満を切り捨てて表示しております。
注2：  各事業の売上高は外部顧客に対する売上高に各事業間の内部売上高等を加算して表

示しております。

■■ 売上高（左軸） 営業利益（右軸）
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軽量鉄骨商品　xevoΣ（ジーヴォシグマ）

当社戸建住宅商品のご紹介特 集
1

「xevoΣ」は、天井高2m72cm※1・開口幅
最大7m10cm※2の大空間・大開口を採用し
た「グランリビング」をはじめ、繰り返しの 
巨大地震を受けても初期性能を維持する 
耐震性能が好評をいただいており、平成26
年1月の販売開始より今年度で、累計販売 
棟数10,000棟を達成しました。
今後も、提案バリエーションの拡充などに

より、幅広いターゲット層に訴求し、さらな
る受注拡大を目指します。

※1  天井高は2m40cm、2m72cm、さらに床を一部下げたグラン
リビングモア（36cmダウン）と折上天井（8cmアップ）を組み
合わせることで、最高3m16cm（1階のみ）まで実現可能です。
なお、天井高については間取りや建設地、法令等により対応
できない場合があります。

※2  幅3m45cmの窓を2枚連続で配置することによる。プランに
より採用できない場合があります。また、中間に柱が入ります。

1

天井が高い

天井高2m72cm 持続型耐震 外張り断熱

地震に強い 一年じゅう快適

エネルギー吸収型耐力壁
「D-NΣQST（ディーネクスト）」

外気をさえぎり、部屋の熱を逃が
さない「外張り断熱通気外壁」

かつてない大空間・大開口
「グランリビング」

標準天井高 
2m72cm

折上天井 
2m80cm

天井高　2m80cm

天井高　2m72cm

折上天井
＋ 

グランリビングモア 
3m16cm

+36cm

+8cm
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賃貸
注文住宅で培った経験・実績を活かしたクオリティの高
い賃貸住宅のプランニングが可能です。市場性に合わせ
た提案により資産価値を引き出します。

店舗
柱のない大空間を設けられる「skye＋」は、店舗にも適し
た構造です。商店の建替えやカフェ、フラワーショップ
など趣味を活かした店づくりを楽しめます。

xevoΣをテーマとしたTVCM、放映中!

前作「夫の本音」篇に引き続き、xevoΣの特徴であ
る天井高・大空間にフォーカスしています。今作は、
竹野内豊さん演じる夫の本音を見抜いた妻の心のさ
さやきが見どころです。実は、夫の秘密を全部知っ
ていた妻の本音を、ぜひお聞きください。

xevoΣ 平屋暮らし・和暮らし

xevoΣ 平屋暮らし

xevoΣ 和暮らし

勾配天井

続き間

「skye＋」は、賃貸マンションから店舗・医療併用まで、立地条件や敷地形状、暮
らし方や仕事環境などあらゆる条件やニーズに合わせてプランニングできる3・4・
5階建て住宅商品です。ご希望をもとに、各種調査から設計、施工、経営サポート
までそれぞれのスペシャリストがチームを編成し、土地資産を活用するための計
画を提案します。

重量鉄骨商品　skye＋（スカイエ・プラス）2
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当社戸建住宅商品のご紹介特 集
1

木造商品　PREMIUM GranWood  （プレミアムグランウッド）3

繰り返しの地震から資産を守る 
「Gran-Device（グランデバイス）」

「PREMIUM GranWood」は、これまでの規格型住宅とは異なり、一邸ご
とに空間設計から内外のデザイン、自然素材の選定など、その一つひとつ
にこだわり抜いた、最高級木造フルオーダー邸宅です。

東日本大震災や熊本地
震の教訓を活かし、繰り返
し地震が発生した際も当
初の耐久性を維持できる
新エネルギー吸収型木造
制震耐力壁「Gran-Device」
を採用しています。

「PREMIUM GranWood 芦屋の家」（兵庫県芦屋市） 
グッドデザイン賞を受賞

2017年度グッドデザイン賞 
住宅・商品住宅部門にて以下の
とおり評価をいただきました。

受賞評価コメント（抜粋）
住宅の空間の質を、単に建築単体でつくるのではなく、外構も含

めた総合的な環境として築いている点が見事である。さらに手厚
い保証制度も含めた安心感は、住宅供給の新たなスタンダードと
もなることが期待できる。
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ダイワハウスのプラス提案 !

　   当社戸建住宅商品の資料請求画面に 
進むことができます

QRコードから誘導されるサイトについてのご注意
• 紙面に掲載のQRコードを、スマートフォンやタブレット端末のバーコードリーダーで読み取ってください。 • 当サイト上のコ
ンテンツやURLを予告なく変更もしくは削除することがあります。 • QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

お客さまと共に環境負荷ゼロを目指す住宅環境ブランド。それが、「For Nature
（フォーネイチャー）」です。当社オリジナル外壁システム「外張り断熱通気外壁」と
環境アイテム（太陽光発電システムやエネファーム、リチウムイオン蓄電池など）
を搭載した、環境性能の高い戸建住宅商品を積極的にご提案しています。

“自然と共に歩む、自然と共に生きる暮らしを、ムリなくムダなく快適に。”自然
環境はもちろん、お財布にも優しいイイトコドリの住まいづくりを叶える、豊か
な暮らしの提供に努めてまいります。

家事を分担するのではなく、家族みんなでシェアをする。そんな新しい家族の暮らしを支える
のがダイワハウスの「家事シェアハウス」です。思いやりとゆとりが生まれて、家族がもっと触れ
合える。そんな多彩なアイデアがここにはギュッと詰まっています。

靴はすぐにしまって 上着はハンガーに 部屋着に着替えて リビングでくつろぐ

帰ったらまず脱いだ靴を「自分専用
カタヅケロッカー」へ。同時に自分
宛の郵便物を受け取ります。

コートや上着は「ファミリーユー
ティリティ」のハンガーパイプにか
けて仮置きしましょう。

手や顔を洗って部屋着に着替えた
ら、それまで着ていた服は洗濯か
ごへ。

リビングに入るときにはすっかり
片付いた状態に。冷蔵庫から飲み
物を取り出し、くつろぎましょう。

■ 家事シェアハウス ― 名もなき家事のお悩みを解決する家 ―

片付けが自然にできる 
「家事シェア動線」

自然に効率良く家事をシェアするには、動線が大切。「家事シェア動
線」があれば、外から帰ったら、郵便物の仕分け、鞄や靴の収納、手洗
い、着替えなどを経てリビングに入ることができるため、リビングが
散らかる心配がありません。

1 2 3 4

■ 豊かな未来へ、豊かな自然と共に。
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大和ハウスグループトピックス

  大阪・京都・名古屋にて新たな都市型 
ホテルの開発計画を発表
大和リゾート（株）は、平成30年4月から順次、大阪市（福島・

東天満）・京都市（八条口）・名古屋市（納屋橋・伏見）の3都市にお
いてシティホテル1施設、ビジネス系ホテル4施設の計5ホテル 
を新規開業いたします。こ
れらのホテルでは、リゾー
トホテルの運営ノウハウを
活かし、これまでの都市型
ホテルとは違った新たなス
タイルで、お客さま満足の
向上および収益の最大化を
目指してまいります。

  大型複合商業施設「iias高尾」を開業
当社は、多くの桜が点在する高尾の自然環境に関連付けて、
住・商一体の複合開発「高尾サクラシティ」（東京都）を開発して
まいりました。大型分譲マンション「プレミスト高尾サクラシ
ティ」、戸建分譲住宅地「セキュレアガーデン高尾サクラシティ」
を完成させ、このたび、
大型複合商業施設「iias
（イーアス）高尾」を開
業いたしました。住民
の方々の生活利便性を
高めることで、高付加 
価値の街づくりに貢献
してまいります。

   高齢者向け賃貸住宅の推進 
「見守りサービス」を付帯した保証商品を導入
大和リビング（株）は、管理する賃貸住宅向けにシニア層対象の保証

商品「D-Support SS（ディーサポート・エスエス）」※を導入いたします。 
時代のニーズに呼応する「見守りサービス」を付帯することにより、
高齢者向け賃貸住宅の推進という社会貢献の一助になるとともに、
今後ますます拡大するシニア層からの要望に対応してまいります。
※  概ね65～75歳を対象として、賃貸借契約における連帯保証人を（株）イントラストが 
引き受ける保証スキーム。  
平成29年8月に九州エリアから、順次、全国に展開。

  オフィス事業に参入 
当社初 大型オフィスプロジェクト第一弾  
「Dタワー西新宿」着工
当社は、昨今のオフィス需要の高まりを受け、都心部を中心に
大型オフィスを開発する「Dタワー」の第一弾「Dタワー西新宿」
（東京都）を着工いたしました。当
プロジェクトは、地上29階建て、
オフィス最大30テナント、サー
ビスアパートメント126戸、商業
施設、保育所を併設した大型複合
施設であり、オフィスだけでな
く、職住近接の環境を提供いたし
ます。今後、当社はオフィス事業
に参入し、オフィスに適した好立
地において、「Dタワー」を展開し
てまいります。

iias高尾

完成予想図

6月5月4月 7月平成29年

完成予想図
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次世代型物流施設開発へ

  インドネシアにて当社初となる大規模 
複合都市開発事業「サウスイーストキャ
ピタルプロジェクト（仮称）」概要決定
「サウスイーストキャピタルプロジェクト（仮称）」は、当社、

JOIN社※1、TRIVO社※2が共同で進める、大規模複合都市開発
事業です。ジャカルタ中心部から車で約1時間、約12万m2（予
定）の敷地に、高層分譲マンション（総住戸数約5,000戸）や
ショッピングモール、ホテルなどを開発する計画です。当社
が日本で永年培ってきたノウハウや技術を活かし、多くの日
本製品・設備などを採用
する、高付加価値の不動
産開発を実施してまいり
ます。
※1  （株）海外交通・都市開発事業
支援機構の略。

※2  商業開発に強みを持つインド
ネシアの中堅ディベロッパー。

  アメリカ西海岸ワシントン州シアトル近郊
における賃貸住宅開発事業 
「エステラパーク・プロジェクト」着工
「エステラパーク・プロジェクト」は、シアトル近郊のレドモン
ド市オーバーレイク地区初の複合再開発プロジェクトです。賃貸
住宅のほか、オフィスやホテル、公園などを含めた10区画で構成
され、そのうち2区画で当社が賃貸住宅（総住戸数664戸）を開発
いたします。同事業は、全米大手の不動産会社Lincoln Property 
Companyとの共同プロジェクトの第五弾となります。

8月 9月

注：記載している情報は発表日時点のものです。

完成予想図

日本国内では、高齢化に伴い、生産年齢人口は減少の一途を
たどると予測されている一方、EC市場※1などの拡大により物流
の取扱件数は年々増加し、物流業界における労働力不足は喫緊
の課題となっています。そのような中、当社は物流業界の課題
解決に向け、自動搬送ロボットシステム「Butler®（バトラー）」※2  

の独占販売権を保有するGROUND（株）とクラウド型配車・運行
管理システム「MOVO（ムーボ）」を開発した（株）Hacobuの2社
と資本業務提携契約を締結いたしました。
※1 電子商取引市場。
※2 「Butler®」は、GROUND（株）の登録商標。

■ 「Butler®（バトラー）」について

「Butler®」は、床面を移動するロボット本体
に加え、専用の可搬棚やシステム全体を制御
するソフトウェアなどで構成される自動搬
送ロボットシステムです。

また、当社のグループ会社である（株）ダイワロジテック※3が、
ネット通販のフルフィルメント※4サポート業務におけるノウハ
ウを有する（株）アッカ・インターナショナルの全株式を取得す
る、株式譲渡契約を締結いたしました。
当社グループでは、これらの技術やノウハウを物流領域に導
入することで、効率化・自動化が可能な物流プラットフォーム
をトータルサービスで提供し、さらに付加価値を高める物流施
設開発を進めてまいります。
※3 平成29年11月15日に「SCSホールディングス（株）」より社名を変更。
※4  販売サイトへの商品登録、在庫管理、注文処理、発送、返品対応など、ECサイト
の運用管理全般を一括で代行する事業。

MOVOスティック

■ 「MOVO（ムーボ）」について

「MOVO」は、車載端末「MOVOスティック」な
どを活用し、車両手配や受発注をオンライン
化することで配車業務の一元化と運行情報
の見える化を実現するためのシステムです。 
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特 集
2 株主さまに当社の企業理念や事業内容について、ご理解を深めていただく機会として「株主さま向け施設見学会」と 

「オンライン個人投資家説明会」を開催いたします。みなさまのご応募およびご参加を心よりお待ち申し上げております。

例年ご好評いただいております、「株主さま向け施設見学会」を開催いたします。

株主さま向け施設見学会・説明会のご案内

施設見学会概要

開催場所 奈良 東京
日程 3月23日（金） 3月24日（土） 4月6日（金） 4月7日（土）
開始時間 14:00 14:00 14:00 14:00
集合・解散場所 JR奈良駅（予定） 大和ハウス工業 東京本社（予定）
コース A B C D E F G H I

コース内容

会社概要説明 会社概要・住宅事業説明

奈良工場 
＋ 

住まいまる 
ごと体験館

石橋信夫 
記念館 
＋ 

総合技術 
研究所

石橋信夫 
記念館 
＋ 

賃貸住宅体験館 
｢D-room 
プラザ館｣

— 
（見学なし）

戸建住宅 
体感施設 

「TRY家Lab」

ロボット福祉
機器展示 
コーナー 

「D’s TETOTE」
など

— 
（見学なし）

戸建住宅 
体感施設 

「TRY家Lab」

ロボット福祉
機器展示 
コーナー 

「D’s TETOTE」
など

所要時間 約3時間 約1時間半 約3時間 約1時間半 約3時間
募集人数 30組60名さま 各15組30名さま 20組40名さま 各10組20名さま 20組40名さま 各10組20名さま
参加費 無料（ただし、ご自宅から集合・解散場所までの往復交通費はご本人さまのご負担となります。）

奈良工場・住まいまるごと体験館

奈良工場では、「D’s SMART FAC TORY 
（ディーズ スマート ファクトリー）」（環境
配慮型工場）を実際にご覧いただき、従来の
工場との違い（明るさや暑さ・寒さなど）を
ご体感いただきます。また、「住まいまるご
と体験館」は、独自の技術を体感できる体験
装置などにより、当社の戸建住宅の技術力・
商品力を楽しみなが
らご理解いただける
スペースとなってお
ります。

総合技術研究所・ 
D-roomプラザ館・石橋信夫記念館

総合技術研究所では、当社の技術史や先進技
術、将来に向けた技術メッセージなどを映像や展
示物により紹介させていただきます。賃貸住宅体
験館「D-roomプラザ館」では、当社賃貸住宅の遮
音性や住まいごこちを体感いただく体験館などを
ご見学いただきます。また、創業者・石橋信夫の軌
跡を展示した「石橋信夫記念館」では、建築の工業
化を旗印に掲げ、激動の
人生を歩んだ石橋信夫の
心と志に触れていただく
ことができます。

TRY家Lab・D’s TETOTE
ト ラ イ エ ラ ボ デ ィ ー ズ テ ト テ

戸建住宅体感施設「TRY家Lab」は、住宅の
技術・知識などを楽しみながら理解できる
施設です。エコな暮らしに関するクイズや、
当社住宅の断熱・防水・遮音・耐震性能につ
いての展示と簡単な実験を通して、「性能を
選ぶ基準」を理解していただくことができま
す。そのほか、「D’ s TETOTE」では、当社が取
り扱うさまざまなロ
ボット機器やロボッ
ト事業などをご紹
介する予定です。
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パソコンやタブレット端末から参加できるライブ会社説
明会を開催いたします（予約不要）。今回は、平成29年8月 
発行の「大和ハウスグループ統合報告書 2017」を活用し、
大和ハウスグループの価値創造ストーリー、成長戦略、株
主還元の考え方についてご説明いたします。また、リアル
タイムでご質問を受け付け、その場でお答えいたします。
夜間に開催いたしますので、お仕事などの理由から従来の
説明会への参加が難しい方にも、ご参加いただきやすく
なっております。

プレゼンターは、代表取締役
専務執行役員（CFO）香曽我部 武
が務めさせていただきます。

オンライン個人投資家説明会概要

お問い合わせ先（代表番号） 06–6346–2111
※受付時間：9：00～18：00 （土・日・祝日・年末年始を除く）

   応募締切 平成 30 年1月9日（火） （消印有効）

   応募方法   参加をご希望される株主さまは、同封の応募
はがきに必要事項をご記入の上、お申し込み
ください。

応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。当選された方
には、平成30年1月下旬頃に、詳しいご案内を株主名簿（平成29
年9月末時点）に記載されたご住所宛に送付する予定です。

 注意事項

※ コース内容および終了時間は、事情により変更となる可能性がございます。 
予めご了承ください。

※ 見学時は、徒歩移動、バスの乗り降りおよび階段の上り下りがございます。 
予めご了承ください。

※ 株主さまお1人につきお1人まで同伴いただけます。同伴者は小学生以上の方と
させていただきます。15歳未満の方の見学には必ず成人の方がご同行ください。

※ 記入項目に誤記入、記入漏れがあった場合は応募を無効とさせていただくこと
がありますので、ご注意ください。

※ 応募に際し当社が取得する個人情報は、本施設見学会を実施する上で必要な 
限りにおいてのみ使用いたします。

※ 単元未満株式（100株未満）のみをご所有の株主さまには、応募はがきを同封し
ておりませんのでご了承ください。

主催：イー・アソシエイツ（株）

  当日お時間になりましたら、IR情報ウェブサイトより 
アクセスしてください。

IR情報ウェブサイトはこちらから

http://www.daiwahouse.com/ir/
大和ハウス工業　IR情報 検索

応募要領

開催日時

◆ 平成29年12月14日（木）　20：00～20：45
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株式の状況 （平成29年9月30日現在）

本社	 大阪市北区梅田3丁目3番5号	 〒530-8241 Tel 06-6346-2111（代表）Fax 06-6342-1399
東京本社	 東京都千代田区飯田橋3丁目13番1号	 〒102-8112 Tel 03-5214-2111（代表）Fax 03-5214-2109

www.daiwahouse.com
大和ハウスグループの経営のシンボルである「エンドレスハート」は、日本およびその他の国における登録商標または商標です。
© Copyright 2017 DAIWA HOUSE INDUSTRY CO., LTD. All rights reserved

開示情報の全体像

財務情報 連携 非財務情報
多

•有識者ダイアログ
•ステークホルダーミーティング

統合報告書
財務情報と非財務情報の重要情報を

整理・統合した報告書

•決算発表　•経営説明会　•現場見学会
•アナリスト／機関投資家向け電話カンファレンス
•株主総会

報告書

IR情報
http://www.daiwahouse.com/ir/

CSR（環境・社会）への取り組み
http://www.daiwahouse.com/
sustainable/

WEB

対話

情
報
量

•有価証券報告書

•事業ご報告

•コーポレートガバナンス
に関する報告書

•サステナビリティレポート
〈日本語版〉〈英語版〉

株価と売買高の推移（東京証券取引所）

最高値:1,128円
（平成24年3月27日）

最安値:885円
（平成23年8月19日）

平成23年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成24年1月 2月 3月

売買高 : 千株 株価 : 円（終値平均）
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（円）

（千株）
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株価（終値平均）売買高

最高値:3,989円
（平成29年8月8日）

最安値:2,622円
（平成28年10月14日）

発行可能株式総数 1,900,000,000株
発行済株式の総数 666,238,205株
株主数 38,564名
大株主

株主名
当社への出資状況

持株数（千株）持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 46,915 7.04

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 37,405 5.62

株式会社三井住友銀行 16,117 2.42

株式会社三菱東京UFJ銀行 15,470 2.32

大和ハウス工業従業員持株会 12,510 1.88

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 12,497 1.88

日本生命保険相互会社 11,944 1.79

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 10,317 1.55

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505225 9,666 1.45

STATE STREET BANK WEST CLIENT－TREATY 505234 9,458 1.42

注1：株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。
注2：持株比率は自己株式67千株を控除して計算しております。

株式関連トピックス

■  「大和ハウスグループ統合報告書 2017」を発行

当社は昨年に引き続き、事
業戦略や財務状況等の財務
情報とESG※1等に関する非財
務情報をわかりやすくまと
めた「大和ハウスグループ統
合報告書2017」を発行いた
しました。

“大和ハウスグループの価
値創造”に欠かせない3つの
経営基盤や強みを軸に、当社
グループの成長性を5章にわ
たり紹介しております。
平成29年11月には、優れ

たIR活動を実施している企
業を表彰するIR優良企業賞※2を受賞いたしま
した。受賞理由として「IR活動に対する積極
性や情報開示、経営へのフィードバック等が
業界でもトップクラスである」、「統合報告書
において企業価値向上のプロセスを明確に説明し、同書を用いた
ミーティングを開催するなど投資家との対話と企業への理解の深
化に貢献した」等の評価をいただきました。
当社は本誌を株主・投資家のみなさまとのコミュニケーション・

ツールとして活用し、引き続き建設的な対話を通じて、持続的な成
長を目指してまいります。

※1 環境：Environment、社会：Social、ガバナンス：Governanceの略語。
※2  一般社団法人日本IR協議会が主催し、毎年1回、優れたIR活動を実施している企業を 
会員企業の中から選定する賞。

QRコードから誘導されるサイトについてのご注意
• 紙面に掲載のQRコードを、スマートフォンやタブレット端末のバーコードリーダーで読
み取ってください。 • 当サイト上のコンテンツやURLを予告なく変更もしくは削除するこ
とがあります。 • QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

  「大和ハウスグループ統合報告書 2017」をご覧いただけます
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役員一覧 （平成29年11月1日現在）

1株当たりの年間配当金
中間 期末

平成30年3月期 98円00銭（予定） 45円00銭 53円00銭（予定）

平成29年3月期 92円00銭 40円00銭 52円00銭

平成28年3月期 80円00銭 35円00銭 45円00銭※

※うち60周年記念配当10円

38,564名
666,238,205株

38,564名
666,238,205株

所有株数別株式分布状況

配当の状況

所有者別株式分布状況

注：（　）内は発行済株式の総数に占める割合を表示しております。

■ 金融機関 
188名 293,086,323株 （43.99%）
■ 外国人 

858名 231,766,412株 （34.79%）
■ 個人・その他 

36,189名 67,278,630株 （10.10%）
■ その他国内法人 

1,283名 61,430,015株 （9.22%）
■ 証券会社 

45名 12,609,130株 （1.89%）
■ 自己名義株式 

1名 67,695株 （0.01%）

■ 10,000,000株以上 
8名 163,178,322株 （24.49%）
■ 1,000,000株以上 

106名 338,019,441株 （50.74%）
■ 100,000株以上 

311名 101,665,252株 （15.26%）
■ 10,000株以上 

1,108名 30,125,207株 （4.52%）
■ 1,000株以上 

14,126名 28,233,394株 （4.24%）
■ 100株以上 

18,661名 4,850,457株 （0.73%）
■ 100株未満 

4,244名 166,132株 （0.02%）

取締役

代表取締役会長	 樋口	武男
代表取締役社長	 芳井	敬一
代表取締役副社長	 石橋	民生
代表取締役副社長	 河合	克友
代表取締役専務執行役員	 香曽我部	武
代表取締役専務執行役員	 土田	和人
代表取締役専務執行役員	 藤谷	　修
取締役専務執行役員	 堀	福次郎
取締役常務執行役員	 濱　	　隆
取締役常務執行役員	 山本	　誠
取締役常務執行役員	 田辺	𠮷昭
取締役常務執行役員	 大友	浩嗣
取締役常務執行役員	 浦川	竜哉
取締役常務執行役員	 出倉	和人
取締役常務執行役員	 有吉	善則
取締役（社外）	 木村	一義
取締役（社外）	 重森	　豊
取締役（社外）	 籔	ゆき子

監査役

監査役	 西村	達志
監査役	 平田	憲治
監査役	 松本	邦昭
監査役（社外）	 飯田	和宏
監査役（社外）	 桑野	幸徳
監査役（社外）	 織田	昌之助

常務執行役員

岡田	恵吾	 木下	健治
佐々木	幹雄	 廣森	隆樹
髙井	基次	 下西	佳典
山﨑	考平

上席執行役員

廣瀬	眞一	 加藤	恭滋
柴田	英一	 原納	浩二
千葉	雅治	 濱　	博文
田村	哲哉	 宮武	孝之
中村	康夫	 多田	和弘
山田	裕次	 石橋	信仁
一木	伸也	

執行役員

田中	彰二	 能村	盛隆
林	　直樹	 空　	道一
西岡	直樹	 永瀬	俊哉
片岡	幸和	 橋本	好哲
小高	一浩	 和田	哲郎
落合	滋樹	 仁部	数典
水谷	　勲	 藤田	信二
南川	陽信	 名島	弘尚
河野	　宏	 福島	　斉
壹岐	義人	 杉浦	雄一
中尾	剛文	 橋本	英治

注： 平成29年11月1日付で、芳井敬一氏が代表取締役社長に、藤谷修氏が代表取締役専務
執行役員に就任いたしました。また同10月31日付で、大野直竹氏が代表取締役社長を
退任しております。
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会社概要 （平成29年9月30日現在） 株主メモ

■ 社　 　 　名／ 大和ハウス工業株式会社 
DAIWA HOUSE INDUSTRY CO., LTD.

■ 本　 　 　社／大阪市北区梅田三丁目3番5号

■ 電　 　 　話／06-6346-2111（代表）

■ 創　 　 　業／昭和30年4月5日（設立／昭和22年3月4日）

■ 資 　本 　金／161,699,201,496円

■ 社員数（連結）／42,070名

■   事 　業 　所／［本社］ 大阪市北区梅田三丁目3番5号 
　　　　　　　［東京本社］ 東京都千代田区飯田橋三丁目13番1号 
　　　　　　　［支社・支店］ 81か所 
　　　　　　　［工場］ 10か所※

※ 平成29年10月1日付で、堺工場は奈良工場に統合いたしました。

決 算 期 毎年3月31日

基 準 日
定 時 株 主 総 会
期 末 配 当
中 間 配 当

3月31日
3月31日
9月30日
その他必要があるときは予め公告する一定の日

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
（ 特 別 口 座 管 理 機 関 ）

の 郵 便 物 送 付 先 
および電話照会先

〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部 
フリーダイヤル　0120-782-031

上 場 証 券 取 引 所 東京

証 券 コ ー ド 1925

お知らせ
株式に関する諸手続きについて

　当社株式に関する諸手続き（住所変更、姓名等の変更、配当金の振込方法、振込先の変更、単元未満株式の買取・買増の請求等）につきましては、
株主さまの口座のある証券会社にお申し出ください。上記株主名簿管理人（三井住友信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意 
ください。
　なお、特別口座に記録された株式に関する諸手続きにつきましては、上記特別口座管理機関（三井住友信託銀行株式会社）にお申し出ください。

未受領の配当金について

　未受領の配当金につきましては、上記株主名簿管理人（三井住友信託銀行株式会社）にお申し出ください。

大和ハウスグループの経営のシンボルである「エンドレスハート」は、日本およびその他の国における登録商標または商標です。
© Copyright 2017 DAIWA HOUSE INDUSTRY CO., LTD. All rights reserved.


